
全国学校給食週間について（中） 

 

みなさんこんにちは。１月２４日から３０日は、「全国学校給食週

間」です。学校給食がいつから始まったのか知っていますか。 

 明治２２年に山形県鶴岡市の小学校で、昼食を持ってくることが

できない子どもたちのために、「おにぎり・塩鮭・つけもの」を出し

たのが学校給食の始まりです。しかし、戦争がはじまり、食べ物が

なくなったので、給食が中断されました。戦後、ユニセフから日本

の子どもたちのために小麦粉や脱脂粉乳が送られました。そして、

昭和２１年１２月２４日から給食が再開され、栄養不足だった多く

の子どもたちを救うことができました。 

この日を「学校給食感謝の日」としましたが、学校が冬休みなの

で、１か月後の１月２４日から３０日の 1 週間を「全国学校給食週

間」としました。 

 この１週間は、みなさんから募集したわが家のじまん料理や愛知

県の郷土料理「煮みそ」を給食に取り入れています。また、愛知県

産のキャベツやうずら卵を使った料理や、みかんゼリーも出ます。

２７日は、名古屋コーチンを使ったひきずりが出ます。 

給食に関わる人々の思いを考え、食べることの大切さを感じなが

ら、感謝の気持ちをもって、残さずいただきましょう。 

 


